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共
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策
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は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
12
月
、
改
正
入
管

法
が
成
立
し
、
政
府
は
新
た
な
外

国
人
労
働
者
受
入
れ
の
た
め
の
在

留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
、

介
護
、
外
食
、
建
設
な
ど
14
業
種

で
今
後
5
年
間
に
最
大
34
万
５
千

人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
併
せ
て
同
月
下
旬
に
は
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
」
を
と
り
ま
と

め
た
。
２
０
１
９
年
４
月
に
は
、

「
特
定
技
能
」
に
よ
る
外
国
人
労

働
者
の
受
入
れ
が
始
ま
っ
た
。

　

新
方
針
策
定
の
背
景
に
は
深
刻

な
人
手
不
足
が
あ
り
、
外
国
人
労

働
者
が
既
に
急
増
し
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
数
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
２
０
１

２
年
10
月
に
前
年
か
ら
僅
か
に
減

少
し
、
68
万
2
千
人
と
な
っ
た

が
、
そ
こ
か
ら
急
増
を
始
め
、
２

０
１
８
年
10
月
末
現
在
、
約
１
４

６
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
在
留
外

国
人
数
も
２
０
０
８
年
の
世
界
金

融
危
機
と
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
一
時
期
減
っ
た

が
、
そ
の
後
急
増
し
、
２
０
１
９

年
6
月
末
現
在
、
約
２
８
３
万
人

と
な
り
、
日
本
の
総
人
口
の
約

2
％
を
占
め
て
い
る
。

　

政
府
は
、
２
０
１
４
年
4
月
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
・
産
業
競
争

力
会
議
合
同
会
議
で
「
外
国
人
材

の
活
用
」
方
針
を
打
ち
出
し
た
際

に
「
移
民
政
策
と
誤
解
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
」
す
る
こ
と
を
強
調

し
て
以
来
、
そ
の
姿
勢
を
変
え
て

い
な
い
。
今
回
も
、「
移
民
政
策

と
は
異
な
る
」
こ
と
を
強
調
し
、

外
国
人
材
の
在
留
期
間
の
上
限
を

５
年
と
し
、
家
族
の
帯
同
は
基
本

的
に
認
め
な
い
と
い
う
。

　

外
国
人
受
入
れ
に
関
す
る
政
策

は
、
ど
の
よ
う
な
外
国
人
の
入
国

を
ど
の
程
度
の
規
模
で
認
め
る
か

に
関
わ
る
「
出
入
国
管
理
政
策
」

と
、
入
国
し
た
外
国
人
を
支
援
し

社
会
の
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
「
多
文
化
共
生
政
策
」
に
分
か

れ
る
。
後
者
は
海
外
で
は
「
統
合

政
策
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
の
改
正
入
管
法
案

を
巡
る
国
会
審
議
で
は
、
新
た
に

受
け
入
れ
る
外
国
人
労
働
者
を

「
移
民
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
が
論

争
と
な
っ
た
。
そ
の
呼
び
方
に
か

か
わ
ら
ず
、
新
た
な
外
国
人
労
働

者
の
受
入
れ
が
成
功
す
る
鍵
は
多

文
化
共
生
政
策
に
あ
る
。
滞
在
が

長
期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
文
化

共
生
政
策
の
ニ
ー
ズ
は
増
し
、
短

期
の
滞
在
だ
と
し
て
も
就
労
・
生

活
環
境
が
良
け
れ
ば
外
国
人
の
満

足
度
が
上
が
り
、
社
会
と
の
摩
擦

や
軋
轢
が
起
き
に
く
い
か
ら
だ
。

　

特
定
技
能
外
国
人
に
認
め
ら
れ

る
在
留
期
間
は
5
年
で
あ
る
が
、

技
能
実
習
生
の
場
合
は
、
特
定
技

能
へ
の
移
行
が
可
能
な
の
で
、
合

計
で
8
年
か
ら
10
年
の
滞
在
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
10
年
滞

在
す
る
外
国
人
を
「
移
民
」
と
呼

ば
な
い
と
し
て
も
、
定
住
者
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
は

２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減

少
が
進
み
、
特
に
生
産
年
齢
人
口

は
今
後
40
年
間
で
２
５
０
０
万
人

以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、
外
国
人

の
更
な
る
増
加
と
定
住
化
が
進
ん

で
い
く
可
能
性
が
高
い
。
人
口
減

少
を
前
提
に
社
会
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
女
性
や
高
齢
者

そ
し
て
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

人
々
が
活
躍
す
る
新
し
い
社
会
の

形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１  �

１
９
７
０
～
２
０
０
０
年
代

の
取
組

　

出
入
国
管
理
政
策
は
国
（
法
務

省
）
の
所
管
だ
が
、
多
文
化
共
生

政
策
は
国
と
地
方
自
治
体
が
連
携

し
て
取
り
組
む
べ
き
分
野
で
あ

る
。
だ
が
日
本
で
は
、
多
文
化
共

生
政
策
は
主
に
外
国
人
住
民
の
多

い
自
治
体
が
こ
れ
ま
で
担
い
、
国

の
取
組
は
大
き
く
遅
れ
て
き
た
。

　

１
９
７
０
年
代
前
半
に
当
時
の

外
国
人
住
民
の
多
数
を
占
め
て
い

た
在
日
コ
リ
ア
ン
の
多
い
川
崎
市

や
大
阪
市
と
い
っ
た
自
治
体
が
、

人
権
の
観
点
か
ら
外
国
人
住
民
施

策
に
取
り
組
み
始
め
た
。
１
９
８

０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
新
た
な

外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
が
進

み
、
１
９
９
０
年
の
改
正
入
管
法

施
行
に
よ
っ
て
、
主
に
東
海
地
方

で
南
米
出
身
の
日
系
人
を
中
心
と

す
る
外
国
人
が
急
増
し
た
。
外
国

人
が
集
住
す
る
公
営
住
宅
を
中
心

に
、
ゴ
ミ
出
し
、
騒
音
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
、
外
国
人
の
子
ど

も
が
通
う
学
校
で
は
、
い
じ
め
や

不
就
学
な
ど
の
問
題
も
起
き
た
。

そ
う
し
た
自
治
体
で
は
、
国
際
化

の
観
点
か
ら
多
言
語
で
の
情
報
提

供
や
生
活
相
談
、
日
本
語
教
室
の

支
援
、
ま
た
学
校
で
の
日
本
語
指

導
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
９
９
０
年
代
に
外
国
人
労
働

者
が
急
増
し
た
浜
松
市
や
愛
知
県

豊
田
市
、
群
馬
県
大
泉
町
な
ど
13

市
町
が
、
２
０
０
１
年
5
月
に
外

国
人
集
住
都
市
会
議
を
結
成
し

た
。
同
年
10
月
に
「
浜
松
宣
言
」

を
発
表
し
、
日
本
人
住
民
と
外
国

人
住
民
が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り

を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
国
に
外

国
人
受
入
れ
体
制
の
整
備
を
求
め

た
。
２
０
０
４
年
3
月
に
は
、
愛

知
県
、
群
馬
県
、
岐
阜
県
、
静
岡

県
、
三
重
県
及
び
名
古
屋
市
が
多

文
化
共
生
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
同
様
に
国
に
対
す
る
提
言
活

動
を
始
め
た
。

執
筆山

脇　

啓
造

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
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こ
う
し
た
自
治
体
の
動
き
を
受

け
て
、
２
０
０
６
年
3
月
、
総
務

省
は
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
全

国
の
自
治
体
に
多
文
化
共
生
を
推

進
す
る
指
針
や
計
画
の
策
定
を
求

め
た
。
そ
れ
以
降
、
そ
う
し
た
指

針
や
計
画
を
策
定
す
る
自
治
体
が

増
加
し
た
。
同
プ
ラ
ン
の
も
と
と

な
っ
た
総
務
省
「
多
文
化
共
生
の

推
進
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書

に
は
、「
地
域
に
お
け
る
多
文
化

共
生
」
が
「
国
籍
や
民
族
な
ど
の

異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的

ち
が
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関

係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域

社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
同
プ
ラ
ン
が
「
生
活
者

と
し
て
の
外
国
人
」
と
い
う
観
点

を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
２
０
０

６
年
12
月
に
は
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
外
国
人
の
生
活
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、「『
生
活
者
と
し
て

の
外
国
人
』
に
関
す
る
総
合
的
対

応
策
」
も
策
定
さ
れ
た
。
日
本
政

府
が
初
め
て
策
定
し
た
多
文
化
共

生
（
統
合
）
政
策
の
基
本
方
針
と

言
え
る
。

　

２
０
０
８
年
9
月
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本
の
景

気
は
急
速
に
悪
化
し
、
南
米
系
日

系
人
を
中
心
と
す
る
外
国
人
労
働

者
の
多
く
は
解
雇
さ
れ
た
。
政
府

は
２
０
０
９
年
1
月
に
内
閣
府
に

定
住
外
国
人
施
策
推
進
室
を
設
置

し
、
外
国
人
労
働
者
支
援
に
取
り

組
ん
だ
。

２  

２
０
１
０
年
代
の
取
組

　

２
０
１
０
年
8
月
に
日
系
定
住

外
国
人
施
策
に
関
す
る
基
本
指
針

を
策
定
す
る
と
、
そ
れ
以
降
、
政

府
の
取
組
は
日
系
外
国
人
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
た
。
一

方
、
自
治
体
の
施
策
は
、
外
国
人

を
支
援
の
対
象
と
み
る
観
点
か
ら

外
国
人
を
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
み
な
す
観
点
に
次
第
に
移
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
を
筆
者
は
「
多
文

化
共
生
２
・
０
」（
多
文
化
共
生

の
第
2
ス
テ
ー
ジ
）
と
呼
ん
で
い

る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
１
２
年
1
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
欧
多
文
化
共
生
都
市

（
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
シ

テ
ィ
）
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。
欧
州

か
ら
は
、
欧
州
評
議
会
が
多
様
性

を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
始
め
た
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
会

員
都
市
で
あ
る
リ
ス
ボ
ン
市
長

（
現
ポ
ル
ト
ガ
ル
首
相
）
ら
が
参

加
し
た
。
韓
国
か
ら
は
水
原
市
長

ら
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は
、
浜

松
市
長
、
新
宿
区
長
、
大
田
区
長

の
３
首
長
が
参
加
し
た
。
サ
ミ
ッ

ト
の
最
後
に
採
択
さ
れ
た
東
京
宣

言
は
、「
文
化
的
多
様
性
を
都
市

の
活
力
、
革
新
、
創
造
、
成
長
の

源
泉
と
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
２
０
１
０
年
代
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
深
刻

な
地
方
の
小
規
模
自
治
体
に
お
い

て
も
、
多
文
化
共
生
の
取
組
が
進

ん
だ
。
代
表
例
が
２
０
１
３
年
に

多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た

広
島
県
安
芸
高
田
市
（
人
口
約
3

万
人
）
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に

策
定
さ
れ
た
同
市
の
第
2
次
プ
ラ

ン
で
は
、「
移
住
・
定
住
し
た
く

な
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、

多
文
化
共
生
の
観
点
に
立
っ
た
地

方
創
生
の
取
組
と
言
え
る
。
２
０

１
９
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
２
０
１
９
」
で
も
、「
多

文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
」
と
し

て
、「
新
た
な
在
留
資
格
の
創
設

を
踏
ま
え
、
外
国
人
材
の
地
域
へ

の
定
着
に
向
け
、
受
入
支
援
や
共

生
支
援
を
行
う
」
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
安
芸
高
田
市
の

よ
う
な
自
治
体
が
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
２
０
１
０
年
代
の
自

治
体
の
新
し
い
動
き
を
踏
ま
え

て
、
総
務
省
は
２
０
１
７
年
3
月

に
「
多
文
化
共
生
事
例
集
」
を
策

定
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
」、「
生
活
支
援
」、「
多
文
化

共
生
の
地
域
づ
く
り
」
に
加
え

て
、「
地
域
の
活
性
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
貢
献
」
と
い
う
新
た

な
多
文
化
共
生
施
策
の
柱
を
提
起

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８

年
12
月
の
入
管
法
改
正
等
を
踏
ま

え
て
、
２
０
１
９
年
10
月
に
、
新

た
な
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
を
目
指
し
た
研
究
会
を
立
ち

上
げ
た
。

　

な
お
、
２
０
１
０
年
代
の
自
治

体
の
も
う
一
つ
の
新
し
い
動
き
と

し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
国
人

へ
の
偏
見
や
差
別
に
対
す
る
取
組

で
あ
る
。
大
阪
市
は
２
０
１
６
年

1
月
に
全
国
に
先
駆
け
て
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に
関
す
る

条
例
」
を
策
定
し
た
。
世
田
谷
区

は
２
０
１
８
年
3
月
に
「
多
様
性

を
認
め
合
い
男
女
共
同
参
画
と
多

文
化
共
生
を
推
進
す
る
条
例
」
を

策
定
し
た
。
同
条
例
は
、
国
籍
や

民
族
の
違
い
を
理
由
に
し
た
差
別

や
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
へ

の
差
別
の
解
消
を
目
指
し
、
苦
情

処
理
の
仕
組
み
を
規
定
し
て
い

る
。
差
別
解
消
を
目
指
し
た
多
文

化
共
生
の
条
例
と
し
て
は
全
国
初

で
あ
り
、
多
文
化
共
生
と
男
女
共

同
参
画
の
両
者
を
取
り
上
げ
た
条

例
と
し
て
も
全
国
初
と
な
る
。
東

京
都
も
２
０
１
８
年
10
月
に
、「
多

様
な
性
の
理
解
」
と
「
本
邦
外
出

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
」
の
推

進
を
目
指
し
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の

理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
」
を

制
定
し
て
い
る
。

３  

学
校
教
育
と
多
文
化
共
生

　

多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
の
た

め
に
は
、
様
々
な
分
野
の
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
次
世
代

の
育
成
と
い
う
中
長
期
的
な
観
点

か
ら
重
要
な
の
が
、
学
校
教
育
分

野
の
取
組
で
あ
る
。
多
文
化
共
生

に
取
り
組
む
横
浜
市
が
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
（
文
科
省
）
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
８
年
5
月
現
在
、

日
本
の
公
立
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
外
国
人
児
童
生
徒
は
９
万
３
１

３
３
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
日

本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
籍
児
童

生
徒
は
４
万
４
８
５
人
（
約

43
％
）
で
あ
る 

。
こ
の
数
は
、

文
科
省
が
統
計
を
と
り
始
め
た
１

９
９
１
年
の
５
４
６
３
人
か
ら
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
次

減
少
し
た
も
の
の
、
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
加
え
て
、
日
本
語
指

導
が
必
要
な
日
本
籍
児
童
生
徒
も

１
万
２
７
４
人
い
る
。
日
本
語
指

導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
数

の
都
道
府
県
別
内
訳
を
み
る
と
、

愛
知
県
が
突
出
し
て
多
く
、
神
奈

川
県
、
東
京
都
、
静
岡
県
が
続
く
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
の
外
国
人

児
童
生
徒
の
増
加
に
応
じ
て
、
文

科
省
は
様
々
な
対
策
を
と
っ
て
き

た
。
日
本
語
指
導
等
に
対
応
し
た

教
員
の
配
置
、
外
国
人
児
童
生
徒

担
当
の
指
導
主
事
や
教
員
等
を
対
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象
と
し
た
連
絡
協
議
会
や
日
本
語

指
導
の
た
め
の
指
導
者
養
成
研
修

会
の
開
催
、
日
本
語
初
期
指
導
と

教
科
指
導
を
つ
な
げ
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ

（
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
児
童
生
徒
の

日
本
語
能
力
を
把
握
す
る
仕
組
み

（
Ｄ
Ｌ
Ａ
）
の
開
発
、
外
国
人
児

童
生
徒
教
育
を
推
進
す
る
モ
デ
ル

地
域
の
支
援
事
業
、
外
国
人
児
童

生
徒
教
育
を
担
う
教
員
の
養
成
・

研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、各
種
教
材
・

資
料
の
作
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
特
に
、「
外
国
人
児
童
生
徒

受
入
の
手
引
き
」（
２
０
１
１
年

作
成
、
２
０
１
９
年
改
訂
）
は
、

多
文
化
共
生
の
観
点
を
取
り
入
れ

て
お
り
注
目
に
値
す
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
に
は
、

日
本
語
指
導
が
「
特
別
の
教
育
課

程
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
、
課

題
に
応
じ
て
特
別
に
増
員
さ
れ
る

加
配
定
数
に
含
ま
れ
て
い
た
日
本

語
指
導
が
児
童
生
徒
数
に
応
じ
て

自
動
的
に
決
ま
る
基
礎
定
数
に
組

み
込
ま
れ
、
安
定
的
に
教
員
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
学

習
指
導
要
領
（
２
０
１
７
年
3
月

公
示
）
で
は
、
初
め
て
、「
特
別

な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の

指
導
」
と
し
て
、「
日
本
語
の
習

得
に
困
難
の
あ
る
児
童
に
対
す
る

日
本
語
指
導
」
が
明
記
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
前
進
と
言
え
る
。

　

一
方
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
多

い
自
治
体
で
は
、
独
自
に
日
本
語

指
導
等
を
担
当
す
る
教
員
、
非
常

勤
講
師
、
日
本
語
指
導
協
力
者
等

の
配
置
、
担
当
教
員
や
支
援
員
等

の
連
絡
協
議
会
や
研
修
会
の
開

催
、
拠
点
校
・
セ
ン
タ
ー
校
や
日

本
語
指
導
教
室
、
教
育
相
談
窓
口

の
設
置
、
各
種
教
材
・
資
料
の
作

成
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
外

国
人
児
童
生
徒
教
育
の
基
本
指
針

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
市
民
団
体
に
よ
る
外
国
人
児
童

生
徒
の
日
本
語
や
教
科
学
習
へ
の

支
援
活
動
も
、
こ
れ
ま
で
各
地
で

活
発
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
外

国
人
児
童
生
徒
の
教
育
の
た
め
に

は
、
学
校
を
中
心
に
、
保
護
者
、

自
治
会
・
町
内
会
や
市
民
団
体
等

が
連
携
し
て
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
が
約
30
年
続
い

て
き
た
が
、
外
国
人
児
童
生
徒
の

受
入
体
制
は
い
ま
だ
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
の

約
2
割
が
日
本
語
指
導
等
特
別
な

指
導
を
受
け
て
い
な
い
し
、
そ
も

そ
も
日
本
語
指
導
が
必
要
か
ど
う

か
、
日
本
語
能
力
を
測
定
せ
ず
に

判
断
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、
こ
の
割
合
は
更
に
高
い
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
指
導

を
担
当
す
る
教
員
が
日
本
語
教
育

の
専
門
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
も
多
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
文
科
省
の
調

査
で
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高

校
生
の
中
退
・
進
路
状
況
が
初
め

て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
日
本
語
指

導
が
必
要
な
高
校
生
等
の
中
退
・

進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
高
校

生
等
と
比
較
す
る
と
中
途
退
学
率

で
７
・
４
倍
、
就
職
者
に
お
け
る

非
正
規
就
職
率
で
９
・
３
倍
、
進

学
も
就
職
も
し
て
い
な
い
者
の
率

で
２
・
７
倍
高
く
な
っ
た
。
ま

た
、
進
学
率
で
は
全
高
校
生
等
の

6
割
程
度
と
な
っ
た
。
ま
た
、
２

０
１
９
年
度
に
は
、
外
国
人
の
子

ど
も
の
不
就
学
状
況
の
調
査
も
行

い
、
義
務
教
育
諸
学
校
、
外
国
人

学
校
等
の
い
ず
れ
に
も
就
学
し
て

い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
者
１

千
人
を
含
め
て
、
不
就
学
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
は

約
２
万
人
と
な
る
こ
と
を
公
表
し

た
。
住
民
登
録
手
続
の
際
に
就
学

案
内
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
体
が

16
・
３
％
、
小
中
学
校
新
入
学
相

当
の
年
齢
の
外
国
人
の
子
ど
も
が

い
る
家
庭
に
就
学
案
内
を
送
付
し

て
い
な
い
自
治
体
が
37
・
３
％
と

な
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
根
本
的
な
原

因
は
、
国
に
外
国
人
受
入
れ
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
総
務
省
は

自
治
体
に
多
文
化
共
生
を
推
進
す

る
指
針
・
計
画
の
策
定
や
担
当
部

署
の
設
置
を
求
め
る
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
そ
れ
を
受
け
、
指
針
・
計

画
や
部
署
を
設
置
し
た
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
一
方
、
国
に
は
、

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
指
針
や

計
画
も
担
当
部
署
も
存
在
し
な

い
。
学
校
教
育
分
野
で
も
、
多
文

化
共
生
の
観
点
に
立
っ
た
外
国
人

児
童
生
徒
教
育
の
指
針
を
策
定
す

る
自
治
体
が
あ
っ
て
も
、
文
科
省

に
は
そ
う
し
た
指
針
が
存
在
し
な

い
。
文
科
省
が
設
置
し
た
「
学
校

に
お
け
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
に

対
す
る
教
育
支
援
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
の
報
告
書
（
２
０
１
６

年
6
月
）
は
、「
こ
れ
か
ら
の
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し

て
、「
多
文
化
共
生
に
基
づ
く
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
」
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、「
外
国
人
児
童
生

徒
等
教
育
に
お
け
る
国
の
基
本
的

な
方
針
を
示
す
」
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
更
に
言
え
ば
、こ
れ
ま
で
、

外
国
人
学
校
の
存
在
等
を
理
由

に
、
外
国
人
に
就
学
の
義
務
を
課

す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
い
う

国
の
姿
勢
に
基
本
的
な
問
題
が
あ

る
。

今
後
の
課
題

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
す
べ
く
、
外
国
か
ら
の

高
度
人
材
や
留
学
生
の
受
入
れ
を

推
進
し
て
き
た
。
経
済
連
携
協
定

に
よ
る
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候

補
者
の
受
入
れ
も
進
め
て
き
た
。

２
０
１
５
年
以
降
、
国
家
戦
略
特

区
に
お
い
て
家
事
や
創
業
、
農
業

分
野
の
外
国
人
材
も
受
け
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
第
三
国
定
住
制
度

に
よ
っ
て
少
数
な
が
ら
難
民
も
受

け
入
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
9

月
に
「
介
護
」
の
在
留
資
格
を
創

設
し
、
同
年
11
月
に
は
技
能
実
習

法
が
施
行
さ
れ
、
実
習
期
間
を
3

年
か
ら
5
年
に
延
長
す
る
な
ど
、

技
能
実
習
制
度
を
拡
充
し
た
。
そ

し
て
２
０
１
９
年
4
月
に
、「
特

定
技
能
」
外
国
人
の
受
入
れ
が
始

ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
外
国
人
の
受
入
れ

は
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
き
た
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
外
国
人
受
入
れ

全
体
の
基
本
理
念
や
政
策
の
基
本

的
方
向
性
は
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
今
こ
そ
、
自
治
体
の
取
組
を

参
考
に
、
国
は
多
文
化
共
生
社
会

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
国
と
自
治
体
、
企

業
や
市
民
団
体
等
が
連
携
し
て
、

そ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
多
文
化
共
生

（
社
会
統
合
）
を
推
進
す
る
基
本

法
の
制
定
と
担
当
組
織
の
設
置
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
回
の
総
合
的
対
応
策
に
は
、

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
法
律
の

制
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同
法

の
目
的
は
、
多
文
化
共
生
社
会
づ

く
り
の
基
本
理
念
を
定
め
、
国
や

都
道
府
県
に
基
本
計
画
の
策
定
を
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義
務
づ
け
、
施
策
の
推
進
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
基
本
法

を
制
定
し
て
こ
そ
、
国
と
自
治

体
、
企
業
や
市
民
団
体
等
と
の
連

携
も
進
み
、
地
域
社
会
の
取
組
が

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。
国
や
自
治
体
が
連
携
し
て
取

り
組
む
男
女
共
同
参
画
施
策
、
障

害
者
施
策
、
高
齢
社
会
対
策
な
ど

に
は
、
施
策
を
推
進
す
る
基
本
法

が
あ
り
、
同
様
に
「
多
文
化
共
生

社
会
基
本
法
」
の
制
定
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

　

国
の
担
当
組
織
と
し
て
は
、
２

０
１
９
年
4
月
に
法
務
省
の
入
国

管
理
局
を
拡
充
し
て
出
入
国
在
留

管
理
庁
を
設
置
し
、
同
省
の
総
合

調
整
機
能
の
下
、
政
府
が
一
丸
と

な
っ
て
「
外
国
人
と
の
共
生
社
会

の
実
現
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
同
庁
は
、
出
入
国

管
理
部
と
在
留
管
理
支
援
部
か
ら

な
り
、
後
者
に
置
か
れ
た
在
留
支

援
課
が
、
外
国
人
支
援
や
共
生
施

策
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
法
務
省
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
出
入
国
管
理
や
在
留
管

理
に
加
え
、「
在
留
支
援
」
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
懸
念

さ
れ
る
。

　

学
校
教
育
分
野
で
は
、
多
文
化

共
生
教
育
基
本
指
針
の
策
定
と
学

習
指
導
要
領
へ
の
反
映
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
教
員
養
成
課
程

に
お
け
る
日
本
語
教
育
や
多
文
化

共
生
に
関
す
る
科
目
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
児
童
生
徒
等

教
育
を
担
当
す
る
教
員
の
資
格
の

設
置
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
外
国

人
児
童
生
徒
に
関
す
る
各
種
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
こ
と
も
国
の
役
割

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人
児
童

生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
外
国
人
学
校
も
学
校

教
育
法
上
の
「
学
校
」
に
相
当
す

る
と
位
置
付
け
た
上
で
、
外
国
人

児
童
生
徒
も
日
本
人
児
童
生
徒
と

同
様
に
義
務
教
育
諸
学
校
の
対
象

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
自
治
体
の
主
な
課
題

は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第
一

に
、
庁
内
に
多
文
化
共
生
の
担
当

部
署
を
定
め
る
と
と
も
に
、
多
文

化
共
生
の
指
針
や
計
画
を
定
め
る

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
多
文
化

共
生
と
人
権
や
教
育
な
ど
庁
内
の

担
当
部
署
間
の
連
携
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
町
村
と
都
道
府
県
そ

し
て
行
政
と
民
間
の
連
携
に
取
り

組
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
連
携
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
。
第
三
に
、
多
文
化
共
生
の
地

域
づ
く
り
の
成
功
事
例
を
つ
く

り
、
そ
れ
を
社
会
に
発
信
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
鍵
と
な
る
の
は
多
文

化
共
生
の
学
校
づ
く
り
で
あ
る
。

筆
者
が
二
つ
の
著
書
（『
多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
ー
横
浜
市
い

ち
ょ
う
小
学
校
の
挑
戦
』
明
石
書

店
、
２
０
０
５
年
、『
新 

多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
ー
横
浜
市
の

挑
戦
』明
石
書
店
、
２
０
１
９
年
）

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
横
浜
市
に

は
多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り
の

先
進
事
例
が
あ
る
。
多
文
化
共
生

の
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

以
下
の
三
つ
の
取
組
が
重
要
で
あ

る
。

　

一
つ
は
、
多
文
化
共
生
の
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
た
校
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

る
。
近
年
、
大
学
や
一
部
の
高
校

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

た
め
に
、
多
様
な
文
化
背
景
を

持
っ
た
人
々
と
協
働
す
る
教
育
実

践
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
取
組
は
、
義
務
教

育
段
階
か
ら
始
め
て
こ
そ
効
果
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。
校
長
が
多
文

化
共
生
の
理
念
を
学
校
運
営
方
針

の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
多
文
化
共
生
の
授

業
づ
く
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本

国
民
の
中
に
は
、
国
際
結
婚
や
外

国
滞
在
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
様
な

文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
い
る

こ
と
を
児
童
生
徒
が
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
語
や
社
会
の
教
材
や
授
業

内
容
の
見
直
し
が
必
要
だ
ろ
う
。

次
に
、
市
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
育
成
の
た
め
の
教
育
も
重
要

で
あ
る
。
国
籍
の
如
何
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
日
本
社
会
そ
し
て

地
域
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
。
そ
の
際
、
在
日
コ
リ
ア

ン
な
ど
外
国
人
の
定
住
化
に
つ
い

て
、
歴
史
的
な
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
出
発
点
に
、
地
球
市
民
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
障
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
教
育
は
在
日
コ
リ
ア
ン

の
多
い
関
西
の
小
中
学
校
を
中
心

に
、
長
い
間
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。

同
じ
言
語
と
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を

望
む
児
童
生
徒
が
、
一
定
の
人
数

に
達
し
た
学
校
で
は
、
そ
う
し
た

児
童
生
徒
が
そ
の
言
語
や
文
化
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
さ
ら
に
、
運
動
会
や
学
習

発
表
会
の
よ
う
な
学
校
行
事
に
お

い
て
も
、
多
文
化
共
生
の
観
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
解
説

（
２
０
１
７
年
7
月
）
で
は
、「
帰

国
児
童
や
外
国
人
児
童
，
外
国
に

つ
な
が
る
児
童
と
共
に
学
ぶ
こ
と

を
通
じ
て
，
互
い
の
長
所
や
特
性

を
認
め
，
広
い
視
野
を
も
っ
て
異

文
化
を
理
解
し
共
に
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
姿
勢
を
育
て
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

（
総
則
編
１
１
５
頁
）、「
外
国
人

児
童
や
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
に

つ
い
て
は
，
課
外
に
お
い
て
当
該

国
の
言
語
や
文
化
の
学
習
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」（
総
則

編
１
１
７
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

三
つ
目
は
、
学
校
と
地
域
の
連

携
で
あ
る
。
日
本
語
指
導
が
必
要

な
児
童
生
徒
の
日
本
語
教
育
そ
し

て
教
科
学
習
の
支
援
の
た
め
に

は
、
地
域
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
学
校

ご
と
に
、
教
職
員
と
保
護
者
と
自

治
会
・
町
内
会
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
か
ら
な
る
連
絡
会
を

つ
く
り
、
日
本
語
学
習
や
教
科
学

習
そ
し
て
多
文
化
共
生
教
育
の
支

援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
学
校
が
、
保
護
者

や
地
域
住
民
に
向
け
て
、
多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
発

信
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

＊
本
稿
は
山
脇
啓
造
「
多
文
化
共
生
の

新
時
代
へ
」（『
自
治
体
国
際
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
２
０
１
９
年
1
月
号
）
を
大
幅

に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


